
基

本 草

構 地

想 概

況

過疎地域 R4

農業振興地域 S45

振興山村地域 S48

根釧集約酪農地域 S31

酪肉近計画 R3

146.3 ha

45.0 ha なし

（ 422.5 ha) 使用貸借

108,812 1,950,100 434,560 4.483,862.5 ha

（千円） （千円） （千円）

農家 231.2 ha 所有権 231.2 ha

（受益草地面積） の 　概 　要 指  定  状  況

所 有 者 面　積

賃借権

土
地
の
権
利
関
係

所 有 区 分 別 面 積

1,873

地　区　面　積 土地権利関係 開 発 制 限 等

事
業
効
果

年便益額 総便益 総費用
費用便益比

144.6 231 231(R14) 137.9 137.9 4,464 37013,7516.7

事業期間 事業内容 受益戸数等

計画

231 11,878

関
連
事
業

事業名137.9 6.7 144.6 231

追加
投資
償還
年額

地域指定の状況

千円 千円 千円

小計 その他

畜産
所得計 乳牛 肉用牛 馬 計

追加
投資額田

2,570 6,479

(R8) 137.9

現況

受
益
農
家
の
経
営
改
善
計
画

(

一
戸
当
り
平
均

)

区分

経 営 土 地 面 積　　（ha） 飼  養  家  畜（頭）

増減

普通畑 飼料畑 牧草地うち

輪作畑

家

畜

飼

養

計

画

区分

計画
R12

別海町
酪農・肉用牛
生産近代化計画

267,132

115,238

1.4380

0.6100184.7

(28)

624
(28)

Ｘ--37.9193

(  　) 割合 戸数

将来の
目標

その他 肉畜 受益

目標年度 家畜の種類

頭 (％) 28戸

乳用牛 肉用牛
馬

計

3,862.5 3,862.5 146.6 41.6

頭 頭 頭 頭

成　牛 育成牛 計 肉用種 乳用種

頭

(R14) 3,909

現況 ha

計画

(R8)

(R14)

(R8) 3,909 2,570 6,479

3,862.5

現況 頭

3,862.5

ha ha ha ha

3,862.5 3,862.5 146.6

1

輪作畑

飼料畑 牧草地 耕地計 野草地

農用地

山林うち 計

ha ha ha ha ha ha

ha

原野

ha

町聞き取りR7

その他

飼養戸数 戸当頭数 年増率 摘　要

ha

牧草地 その他 計

17,298

馬 豚
摘　要

戸数 頭数 戸数頭数 戸数 戸当たり

ha

受

益

農

家

の

概

要

土
地
利
用
計
画

区分 田 普通畑

農　用　地

乳 用 牛　

4,050.7

274.3

7,314653

飼養頭数

戸数 田 普通畑 飼料畑

104,726 160.4

41.6 4,050.7

58,989

頭数

頭

肉 用 牛

頭数

ha ha

合計 関

係

市

町

村

概

要

市町村名
農家

ha

年 度

28戸
肉用牛

乳用牛

戸数 戸当たり

その他

63,003

ha
別海町 559

ha ha

35,406 16,0104,014

ha

3,862.5 33.7 81 422.5

ha t ha ha

山  林 原  野

面積 収量 団地数 面積 カ所数 面積

ha

泥 炭 土

1,148.0mm

(14.1℃) (135.9mm)

団地数 面積 団地数 面積

台地、段丘 火山性土 牧草型

事業実施期間

草地 放草 不 陸 地 排 根 線 重 粘 土

標　高(m)

10 ～ 80

西春別地区　草地畜産基盤整備事業（草地整備型)道営草地整備事業　調査計画概要

令和８年10月

地区名 西春別 （特定） 所 在 地 北海道野付郡別海町

受
益
地
域
の
概
要

自
然
条
件

平均気温 降 水 量

　当地域は別海町の北西部に位置し、道東あさひ農業協同組合西春別支所管轄区域内にある。この地域は、冷涼かつ広大な土
地基盤を活かして、草地型酪農を主体とした牛乳・乳製品の供給基地として重要な役割を果たしている。しかしながら、近
年、農家戸数が減少し、担い手不足や高齢化が深刻化する中で、一戸当たりの農地面積および飼養頭数が増加しており、酪農
経営は厳しさを増している。地域農業の持続化のためにも営農装備の高度化や生産性の高い草地への転換による飼料自給率の
向上を図り、生乳を低コストで安定的に生産する体制を構築することが緊急の課題となっている。本事業では、大型作業機械
の導入により不陸が発生している既存草地に対し整備改良を実施することで、飼料自給率の向上と経営コストの低減を推進
し、安定した酪農経営へと強化していくことを目的としている。

 非固結火成岩
5.7℃

R9～R13
植　生土　壌地　質地　形

気　　　象

事業主体 北海道 調査計画期間 R8



単 価 事 業 費 国費 道費 市町村費 受益者 法事業費 法２条工種名

422.5 ha 422,000 211,000 105,500 105,500 422.5 ha 422,000

起伏修正(Ⅰ) 422.5 ha 1,000 422,000 211,000 105,500 105,500 422.5 ha 422,000 区画整理

一式 78,000 39,000 19,500 19,500 78,000

78,000 39,000 19,500 19,500 78,000

500,000 250,000 125,000 125,000 500,000

500,000 250,000 125,000 125,000 500,000

所　要　事　業　費
( 単位 : 千円 )

事 業 種 目
全 体 事 業 計 画 資 金 計 画 摘　　　　　　　要
事 業 量 左のうち法事業量

基
本
施

設
整
備

事
業

草地整備
改良

草地整備改良

総 合 計

　西春別　地区

その他諸経費
諸 経 費

小 計

合 計



国 道 市町村 受益者 国 道 市町村 受益者

千円 ％ ％ ％ ％ 千円 千円 千円 千円

草地整備改良 422,000 50.0 25.0  25.0 211,000 105,500 105,500

小　　計 422,000 50.0 25.0  25.0 211,000 105,500 105,500

422,000 50.0 25.0  25.0 211,000 105,500 105,500

78,000 50.0 25.0  25.0 39,000 19,500 19,500

500,000 50.0 25.0  25.0 250,000 125,000 125,000

計

そ の 他 諸 経 費

事 業 費 計

備考

基
本
施
設

整
備
事
業

草
地
整
備

改
良

負担額

事業費負担区分

事業名：
農業競争力強化農地整備事業
草地整備型（道営草地整備事業）

事 業 種 目
事業費

負担率

西春別地区名：


